
北海道大学・情報科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(B)（一般）

2017～2013

ユーザの行動に学び変化するマルチメディアコンテンツ生成システムの構築

Construction of a system for generation of multimedia contents adaptively 
varying according to users' behavior

００２１８４６３研究者番号：

長谷山　美紀（HASEYAMA, Miki）

研究期間：

２５２８００３６

平成 年 月 日現在３０   ６ １１

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、ユーザの行動に合わせて適応的に変化するマルチメディアコンテンツ生
成システムの構築を行った。具体的に、メディア横断型相関分析法に基づいてユーザの行動とマルチメディアコ
ンテンツ間の関係性を抽出することで、時々刻々変化するユーザの志向をモデル化し、その結果から新種のマル
チメディアコンテンツを生成するシステムを実現した。さらに、実現されたシステムを複数のユーザが用いるこ
とで、相互にコンテンツを推薦することが可能なシステムを構築した。研究代表者は、本研究で構築された推薦
システムを様々な場において実証し、その評価を行っている。

研究成果の概要（英文）：This study constructed a new system for creating multimedia contents which 
can adaptively change according to users' behaviors. Specifically, by extracting relationship 
between users' behaviors and multimedia contents based on cross-media correlation analysis method, 
every-changing users' intentions for their desired contents were modeled. Based on the obtained 
model, systems for creating new types of multimedia contents were realized. Furthermore, new 
multimedia recommendation frameworks were newly constructed, and these frameworks could realize 
mutual recommendation through the use of the above systems by multiple users. Finally, we performed 
demonstration experiments of these frameworks in various fields and verified their performance.

研究分野： 画像処理

キーワード： 情報検索　画像検索
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
我々の身の周りには様々な種類のコンテン
ツが存在し、個々のユーザが保持する画像や
映像等の量は急速に増加している。これらの
コンテンツは一般に、取得後、HDD 等の蓄積
メディアに保管され、ユーザの意図的な変更
なしに変化することはなく、固定化されたコ
ンテンツとなる。したがって、個人が大量の
コンテンツを保持することになった現在に
おいては、閲覧の目的を含めても、多くのコ
ンテンツが再利用されていないのが現状で
ある。また、ユーザが保持するコンテンツに
基づいて、新たなコンテンツを推薦する研究
が進められてきた。しかしながら、ユーザが
保持するコンテンツは過去に取得・閲覧した
データであり、これらを直接用いても、時々
刻々変化するユーザの志向を反映した推薦
を実現することは困難であった。一方、近年
の撮像・センサ機器の普及により、ユーザに
関する情報を取得することが容易となって
きた。したがって、研究代表者はこれらの機
器により取得されるユーザの行動データか
らユーザの志向をモデル化することで、固定
化されたコンテンツから適応的に新たなコ
ンテンツを生成(再生)し、その活用によって
上記問題の解決を目指した。 

 ところで、画像の色やテクスチャを変更し、
新たなコンテンツを生成する手法は国内外
において盛んに提案されてきた。しかしなが
ら、ユーザの行動から志向をモデル化し、そ
の結果に基づいてコンテンツを新たに生成
する研究はこれまでに行われてこなかった。
2000 年代前半よりユーザセントリックなシ
ステムに関する研究の必要性が益々高まっ
ているが、ユーザセントリックなコンテンツ
の生成システムに関しては未着手であった。
一方、ユーザから情報を推定する研究におい
ても、これまで様々な手法が提案されてきた。
しかしながら、これらの研究では、ユーザの
行動や表情を分類する手法の開発に限られ
ており、既存のコンテンツとユーザの行動情
報を融合利用することで、個人の志向をモデ
ル化し、それに従って適応的に変化するコン
テンツを生成するシステムは提案されてい
なかった。その原因として、ユーザの行動と
コンテンツという異なる種類のデータ間で
の関連付けを行うことが困難であることが
考えられた。個人のコンテンツの利用形態の
多様化が進む中、その実現が急務であり、本
研究で解決すべき課題とした。 

 研究代表者らは、これまでに異種メディア
間の関連付けを可能とするメディア横断型
理論に関する研究を進めてきた。この研究に
より、画像や映像、音楽等の全く種類の異な
るメディアを横断した検索、例えば、画像か
ら音楽の検索を可能とする手法が実現され
た。したがって、これをさらに性質が異なる
データとの関連性を表現可能な理論に拡張
できれば、「ユーザの行動データ」と「マル
チメディアコンテンツ」という異なるメディ

ア間での関連付け、およびユーザの志向のモ
デル化が実現され、その結果に基づいて適応
的に変化するコンテンツの生成が可能にな
るとの着想に至った。また、他のユーザに対
して同様に得られる結果と比較することで、
相互にコンテンツの推薦を行うことが可能
になることに注目した。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、ユーザの行動に合わせて適応的
に変化するマルチメディアコンテンツ生成
システムの構築を行った。研究代表者は、メ
ディア横断型理論に基づき、マルチメディア
コンテンツとユーザの行動データを相関分
析理論により融合的に利用することで、ユー
ザの志向を高精度にモデル化し、その結果か
ら適応型コンテンツを生成した。ただし、個
人の行動およびコンテンツのデータは、ユー
ザの過去/現在の志向を表現するものであり、
保持していない未知のコンテンツに対する
志向をモデル化することは困難であった。そ
こで、本研究では、志向が類似するユーザの
選択を可能とすることにより、ユーザ間で適
応型コンテンツの交換を行うコミュニケー
ション機能を実装し、志向のモデル化と適応
型コンテンツ生成に関する高度化を試みた。
さらに、本研究では、以上により実現される
機能を利用することで、相互にコンテンツを
推薦する新たなシステムを構築した。 

 本研究では、「ユーザの行動に関するデー
タ」と「コンテンツに関するデータ」との間
に存在する関係性を相関分析理論により求
め、これを融合的に利用することで対象ユー
ザが保持するコンテンツを変換し、適応型コ
ンテンツを生成する理論の構築を行う。この
ように、異種情報間の関係性を活用すること
で、コンテンツの変換を実現している点は、
本研究の学術的な特色である。また、本研究
における適応型コンテンツは、これまでのコ
ンテンツに対して、ユーザの状況を考慮した、
次元が一軸増えた新しいコンテンツと言え
る。つまり、従来の音響・音楽・画像・映像
等のマルチメディアコンテンツに関する研
究分野と同様に、適応型コンテンツとしての
新たな推薦手法が創出され、先導的な研究成
果が期待できる。 

 

 

３．研究の方法 

本研究では、研究期間を 4つのフェーズに分
けて実施することで、適応型コンテンツの生
成、および生成されたコンテンツをユーザ間
で相互に推薦可能とするシステムの構築を
目指した。具体的に、以下のフェーズ 1～フ
ェーズ 4 を順に実施することで、目標の達成
を目指した。 

 

 

 



【フェーズ 1】適応型コンテンツ生成理論の
実現 

ユーザの行動データとコンテンツとの間
の関係性をメディア横断型相関分析理論
に基づいて抽出し、志向をモデル化するこ
とで、適応型コンテンツの生成を可能とす
る理論を構築 

【フェーズ 2】理論拡張とシステム基盤構築 

類似ユーザ間においてコンテンツの交換
を行うコミュニケーション機能を実現す
ることで、適応型コンテンツ生成理論の拡
張、および次フェーズで実現するシステム
の基盤を構築 

【フェーズ 3】適応型コンテンツ生成システ
ムの高度化 

フェーズ 2 において実現される拡張理論
に基づき、適応型コンテンツ生成システム
を高度化 

【フェーズ 4】適応型コンテンツに基づく推
薦システムの実装 

適応型コンテンツに基づいてユーザ間で
相互にコンテンツを推薦可能とするシス
テムを実現 

 まず、フェーズ 1 では、ユーザの行動デー
タとマルチメディアコンテンツからメディ
ア横断型相関分析理論に基づいてユーザの
志向をモデル化し、適応型コンテンツを生成
する手法の構築を進めた。さらに、フェーズ
2 以降においては、ユーザ間で適応型コンテ
ンツの交換を行うコミュニケーション機能
を実装することで、適応型コンテンツ生成シ
ステムの高度化、およびコンテンツの推薦シ
ステムを実現した。以上の 4 つのフェーズに
加えて、本研究では、適応型コンテンツ生成、
およびそれらを介した新たなコンテンツ推
薦に関する実証実験を行い、実利用としての
本研究の有効性を確認することを目指した。 

 上記の研究を円滑に遂行するため、一部要
素技術については、以前に研究代表者らが開
発したアルゴリズムの要素技術を用いるこ
とを検討した。また、マルチメディア処理を
専門とする研究代表者(長谷山)に、相関分
析・変換アルゴリズムを専門とする研究分担
者(小川)、さらにはメディアインタフェース
を中心とする技術に関する知識を有する分
担者(八木)を加えることで、円滑かつ早期の
成果創出を目指した。 

 

 

４．研究成果 

以下では、研究の方法に示した 4つのフェー
ズにおいて得られた研究成果について、それ
ぞれ説明を行う。 

 

【フェーズ 1】適応型コンテンツ生成理論の
実現 

適応型コンテンツ生成理論の実現に関して、
初年度は以下の成果が得られている。まず、
人間の認知メカニズムを説明する特徴統合
理論に基づき、ユーザがマルチメディアコン

テンツを閲覧する際に注目する情報、すなわ
ち、ユーザの志向をモデル化することを可能
とした[15]。さらに、画像・音響・テキスト
特徴といった異種特徴に加え、Web上から得
られるデータを活用することで、ユーザが望
むマルチメディアコンテンツを生成可能と
する理論を構築した[38]。 

 

【フェーズ 2】理論拡張とシステム基盤構築 

本フェーズでは、ユーザ間での適応型コンテ
ンツの交換を行うコミュニケーション機能
を用いた適応型コンテンツ生成理論の拡張
とシステム基盤構築を行った。具体的に、対
象ユーザに対して類似ユーザの選択を可能
とし、選択されたユーザとのコンテンツの交
換を行うコミュニケーションを導入した適
応型コンテンツ生成理論の拡張を行った。ま
た、次年度に実施する高度な適応型コンテン
ツ生成システム実現のための基盤構築を進
めた。 

 さらに、本フェーズでは、ユーザの行動情
報や生体情報等を用いることで、ユーザの志
向を推定し、画像分類を高精度化する理論を
構築した[35]。また、マルチメディアコンテ
ンツ間の類似性を表現するネットワークを
構築して解析することで、マルチメディアコ
ンテンツの検索を高精度化する理論を構築
した[13]。 

 以上のように、本フェーズでは、適応型コ
ンテンツ生成システム実現のための理論構
築・拡張を実現した。 

 

【フェーズ 3】適応型コンテンツ生成システ
ムの高度化 

フェーズ 2により、適応型コンテンツ生成理
論が拡張された。さらに、本フェーズでは、
拡張された理論を適応型コンテンツ生成シ
ステムへ実装することで、その高度化を試み
た。具体的に、類似ユーザ間の適応型コンテ
ンツのコミュニケーション機能を実装し、類
似ユーザから取得されるコンテンツを活用
することで、適応型コンテンツ生成の高度化
を実現した。これらの成果により、フェーズ
2 で構築されたネットワーク解析に基づくマ
ルチメディアコンテンツ検索[6]を高度化、具
体的には、高速化と高精度化を同時に実現す
る理論が実現された。さらに、志向が類似す
るユーザを推定し、そのユーザから取得され
る情報を活用することで、対象のユーザが望
む音楽を高精度に獲得可能とする適応型コ
ンテンツを提供可能とする理論を構築した
[31]。この成果は、その有効性が認められ、
IEEE GCCE 2015 Outstanding Poster Award を
受賞した。さらに、センサを用いて取得され
るユーザの顔器官特徴を用いることで、高精
度な映像ジャンル推定を実現する理論を構
築した[32]。本成果も、その有効性が認めら
れ、IEEE GCCE 2015 Excellent Poster Award を
受賞している。 

 



【フェーズ 4】適応型コンテンツに基づく推
薦システムの実装 

本フェーズでは、上記までに示したフェーズ
1～フェーズ 3 で得られる理論の高度化を実
施しながら、適応型コンテンツに基づく推薦
システムの実装を行った。具体的に、フェー
ズ 1～フェーズ 3 で実現されたシステムに基
づいて、ユーザ間の関係と適応型コンテンツ
の特徴に注目した画像・映像コンテンツの推
薦システムの構築を行った。このとき、フェ
ーズ 2の解析結果に基づき、類似ユーザが保
持する適応型コンテンツの交換を行うコミ
ュニケーション機能を用いることで、未知の
コンテンツに関する志向のモデル化につい
ても可能とし、対象ユーザへの高精度な推薦
を実現した。これまでに構築した適応型コン
テンツ生成理論を備えたシステムとして、
Open Access Sharing Image System (OASIS) お
よび COSMOS (Community-Oriented & Shared 

Multimedia recOmmendation System) を開発し
た。これらについては、札幌駅前通地下歩行
空間北 2 条広場において公開し、実証実験を
実施している。また、COSMOS については、
国立科学博物館においても、実証実験を実施
している。これらのシステムは、ユーザの視
聴動作データを用いて、コンピュータと人間
のコミュニケーションを実現することで、適
応型コンテンツ生成を可能とするものであ
る。以下では、これらのシステムの実証を中
心として、その成果について説明する。 

 上記システムは、その高い独自性と先進性
から研究の段階から非常に注目されている。
具体的に、テレビや新聞等による報道だけで
なく、そのシステムを用いた札幌市との実証
実験(札幌市民または観光客に観光情報を推
薦するサービスの提供)が、札幌雪まつり期間
中に行われている。また、実証実験の期間中
には、札幌市長の視察やユネスコ創造都市ネ
ットワーク加盟国フランスの訪問団による
視察が行われている。また、2016 年 4 月～6

月には、東京の国立科学博物館にて、
COSMOS の展示(上記とコンテンツを変え、
生物に関する情報を推薦するサービスとし
て展示)が行われ、約 14 万 7 千人の来場者に
公開されている。 

 以上のように、本研究では、適応型コンテ
ンツの生成、および生成されたコンテンツを
ユーザ間で相互に推薦可能とするシステム
の構築を行った。構築された理論および実装
されたシステムは、モデル化されたユーザの
志向に基づいて変化する適応型コンテンツ
を介した新たな推薦と位置づけることがで
き、これまでの固定化されたコンテンツを用
いてきた従来研究の精度向上を可能にする
ことが確認された。 

 なお、本フェーズでは、前フェーズまでに
実現した理論の拡張を続けて実施している。
具体的にはまず、脳活動情報を用いてユーザ
の画像に対する好みを推定するための理論
の高精度化を実現した[19]。さらに、センサ

から得られるユーザの視聴動作特徴等を用
いることで、ユーザの志向を推定し、望む映
像を高精度に推定する理論についても複数
提案している [1,17]。これらの理論の実現は、
上記のシステム構築において大きく貢献し
ている。 
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